
浜名湖花博で作成された植物標本

杉野 孝雄

本会が委託を受けて実施した、「浜名湖花博出

展植物保存事業」で作成された植物標本は、元

浜名湖花博会場内のガーデンバーク建設室事

務所で、2月 9日、池谷理事長が出席されて、

静岡県企画部との間で弓1渡 しが行われました。

標本は押し葉標本にして 4,510点、1種類 5

点を目標に作成されているので、これを 2分し

て、30種類ずつビニール袋に入れ、茶箱 12箱

に保存してあります。標本は学術的に分類して

通し番号を付け、一覧表にまとめてあるので、

利用する時は容易に目的の標本が弓き出せま

す。

台紙に貼り完成標本にしたのは 110点、残り

は新聞紙半折 りにした間にはさんで保存して

あるので、今後、完成標本にしてい<ことが必

要です。

作成された植物標本については別途紹介す

る予定ですが、そのい<つかを紹介します。ま

ずはバオバブの花の標本が作成できたことで

す。オーストラリア産のグレゴリー種は、日本

では野外で開花した例はないようです。4月当

初は葉もな<心配されましたが、葉を広げ、8

月 14日 200き 24分に開花しました。その後も

花が咲き続けたので、それを標本にすることが

できました。バオバブの花の標本は、日本には

あまりないと思われます。

植物の分布は北半球と南半球とでは大き<
異なり、南半球には科属で日本では見られない

種類が多数あります。バンクシア、メラレウカ

など南半球特有の科属の植物を、50種類ほど標

本にすることが出来ました。その他、原種で日

本に分布しない種類。日本に自生するヒメバラ

モミ、トガサワラなど貴重な植物も標本にしま

した。

園芸植物として作出された園芸品種、これが

標本の大多数を占めています。遺伝の知識も乏

しい江戸時代に、遺伝の原理を応用して日本で

独自に発達した、珍しい変化アサガオは 15種

シボチク  タケ科
「竹笹の庭」には多種類の竹笹が植えられていた
ので、斑入りなど45種類を標本にしました。シ
ボチクはその中のひとつで、得の表面に縦じわが

多数出るので、銀竹と名付けられました。

類を標本にしました。園芸植物にバイォテクノ

ロブーを導入して作出されたバイオコスモス

の標本。薬用植物、香料植物、果樹など、出展

された様々な植物を標本にしてあります。

花博が開催されたことで見ることの出来た

植物を、さらに標本として実物を保存すること

で、永久に利用できるようになつた意義は大き

いと思います。

作成された植物標本は 6月 5日 に開園が予定

されている「浜名湖ガーデンパーク」で展示さ

れるなど活用が期待されます。



施設見学と自然観察会報告

「バードピア浜北」と県立森林公園

土屋たかみ

アカマツ林での自然観察に出発

11月 21日 (日 )、 秋晴れのもと、東京から参

加して<ださつた会員をはじめ 30名が、森林

公園ビジターセンター「バードピア浜北」に集

合しました。

平成 16年 3月 26日 にオープンした「バード

ピア浜北」は、自然と人との「共生」を基本理

念に 3年をかけて整備され、鳥類を中ノいとした

自然情報の発信や四季折々の新 しい情報を提

供し、また森の自然を体験・学習することもで

きる施設で、施設自体も環境に配慮した造りに

なつています。

センターの屋根全体には芝が張られ、屋根に

降つた雨水は施設内部の トイレや屋外の散水

に利用されています。南倶」の屋根には太陽光発

電装置もあり、施設で使う総電力の約 4%を補

い、自然採光・自然換気を導入し、天竜杉など

県産材を使用しています。

玄関を入ると広い展示ホールには、床面に張

られた県西部地区の航空写真と円形の枠の中

に入つた公園周辺の模型のある「情報ゾーン」

があり、自然観察に必要な1情報を得ることがで

きます。「観察ゾーン」には長い観察テラスが

あり、観察ポイントや方法を体験できます。「体

験展示ゾーン」では、本の香りや鳥の声などを

学べたり、体験ブオラマでは森の一日を映像で

体験できます。「倉」作展示ゾーン」では、公園

利用者が写した写真や絵画の展示スベースと

なり、当日は浜松在住の西村幸近さんによる

「透明水彩 口野鳥画展」が開催されていました。

20年間に及6観察経験による絵は、繊細である

と共に色彩がとてもすばらしいものでした。

「体験展示ゾーン」に続<展示室には杉野孝雄

先生の植物標本を見ることができ、森林公園の

自然観察ガイドブツクの著者の―人でもあり

ます。

「バードピア浜北」で森林公園に関する情報

を得たところで、観察会に出発しました。豪華

な顔6れの各専門の先生方 (杉野孝雄氏 (植物 )、

高橋真弓氏 (昆虫 )、 諏訪哲夫氏 (昆虫 )、  三

宅 隆氏 (野鳥))が講師となり、「小鳥の道」

を通り「うぐいず谷親水広場」、「西ノ谷奥池」、

「スポーツ広場」を目指しました。

アカマツ林の中、低いところにはウラブロや

コンダが茂り、り∃ウブ、タマミツキ、モミブ

バフウ、イロハモミブの黄色や赤色の紅葉がす

ばらし<、 「うぐいす谷親水広場」付近ではオ

オアオイトトンボ、マユタテアカネ、ヤマトシ

ブミ、ツマグロヒ∃ウモンが観察できました。

途中遊歩道周りで土が盛 り上がつている所が

多<見られたのですが、イノシンによるものと

教えていただきました。



野鳥の観察 なにかみつかったかな?

「スポーツ広場」では、ノウサギの糞をた<
さん見ました。自分ひとりでは気が付かなかつ

たと思います。「西ノ谷奥池」では、マガモが

ゆつたりと泳いでいました。また、落ち葉の広

がる土の上を歩<ビンズイや、本の実を食べて

いるアオグラを東屋から観察しました。

「スポーツ広場」の周囲には、西洋 トチノキ

の黄色に紅葉した本がた<さ ん見られたので

すが、フランスで「マロニエ」と呼ばれている

木と同じことを初めて知りました。

昼食後は「いこいの道」、「花木の道」、「森林

公園会館」前を通り「木工体験館」までの散策

をしました。途中遊歩道脇に湿地があり、「 ト

ウカイコモウセンゴケ」、「サワシロギク」を教

えていただきました。湿地の植物は、湿地がな

<なると絶えてしまい、今各地の湿地がどんど

ん減つているので、な<なつてい<湿地の植物

をふやす試みが、森林公園の湿地で行われてい

ます。

散策に少し慣れ、「モミブバフウ」のきれい

に紅葉した葉をバツグのポケツトに飾る人や

手に持つて歩<人もいました。

「木工体験館」では、地元産のスギ材やヒノ

キ材を使つて木工作をしていましたが、指導員

の大都さんがヒノキ材で作製した鳥の模型は、

本物そつ<り で足の細部にいたるまで丁寧に

つ<られており、100体位あるのには驚きまし

た。

庭では、子供たちの手からヒマワリの種を食

べに来るヤマガラに出会いました。こんなに身

近に自然を感じ、楽しぬことができることは本

当にすばらし<、 気分が爽快になつた一日でし

た。

森林公園は、21 5haの県営林の中、1,000種

以上の植物や約 100種の野鳥が確認され、チ∃

ウや トンボなどの昆虫も豊富に生息していま

す。

今回の散策路はほんの一部なので、是非機会

を見つけてまた歩いてみようと思いました。

森林公園には、長さ 150m、 高さ 48mの大き

なつり橋があります。「空の散歩道」と名づけ

られ、まさに空の中を歩<よ うなすばらしい眺

めです。お天気の良い日に歩<ことをお勧めし

ます。

木工体験館の鳥の模型



浜名湖花博で作成された植物標本の紹介

杉野 孝雄

「浜名湖花博出展植物保存事業」で作成され

た、植物標本 4,510点の中から特徴的な種類を

紹介します。

変化アサガオ  ヒルガオ科

江戸0寺代、メンデルの法貝」発見の 100年も前

に、遺伝の原理を応用して、日本で独自に作出

されたアサガオです。「青斑入蝉葉木立青鳩丸

咲」など、特有の名前のつけ方も興味をひきま

す。15種類を標本にしました。

バイオコスモス キク科

チ ∃コレートコスモスの栽培 しに<い難点

を克服するため、千葉大学園芸学部でチ∃コレ

ートコスモスとキバナコスモスから、バイオテ

クノロブーを使い作出されました。コスモスは

12種類を標本にしました。

アメリカフ∃ウ 大紅 アオイ科

アメリカフヨウとモミブアオイの交雑種で、

15年の歳月を費やして作出されました。花は直

径 30cm以上あり、標本にすると新聞紙の幅か

らはみ出しました。ハイビスカスはいろいろな

種類を 28種類標本にしました。

バオパブ バンヤ科

バオバブ属には 9種類あり、ほとんどはアフ

リカ、マダガスカルに分布しています。花博で

植えられたのは、オーストラリアにあるグレゴ

リー種で、日本では始めて 8月 14日 200寺 24

分に開花しました。それを標本にしました。

バンクシア ヤマモガシ科

この仲間には熱せられると、果実が割れて種

子を散布する種類もあります。オーストラリア

の山火事の多い環境に適応した植物です。オー

ストラリアの植物は、バンクシア、グレビレア

など 50種類ほどを標本にしました。

チヤボイランイランノキ バンレイシ科

花は緑色から黄色に変化します。高価で有名

な香水の原料です。花に催淫作用があり、イン

ドネシアでは新婚のベツトに花びらを撒<と
いいます。標本にすると黒色になり、花や葉は

ばらばらになつてしまいました。

カシワバアブサイ ユキノシタ科

北アメリカ原産のアプサイで、日本には最近

導入されました。花は白色で円錐形にまとまつ

て多数つきます。葉は卵形で浅<5裂し、その

形から柏葉アプサイと名付けられました。アブ

サイは 12種類を標本にしました。

クリンホシダ ヒメシダ科

遠州地方で発見された、ホシダの突然変異で

生じたシダです。葉の先が塔の露盤上にある、

装飾の九輪に似ているので名付けられました。

故志村義雄先生が栽培されていたのを増殖 し

たものです。シダは 82種類を標本にしました。

以下の植物標本の説明は簡単にします。

セツカンスギ スギ科 雪冠杉

春の新芽が黄白色になる。

イヌマキ星流 マキ科

下向きに枝が垂れるイヌマキ。

ヤエザキクサギ クマツツ
゛
ラ科

八重咲きのクサギ。

ゲンベイクサギ クマツツ
゛
ラ科

花は赤色で詈は白色。

カレープラント キク科

標本にしてもカレーの香りが残る。

チエリーコスモス キク科

八重咲きのコスモス。

ルドベキア ラキニアタ キク科

原種は日本に帰化している。

アカバワタ フオイ科

全体が銅赤色のワタ。

ホザキノトケイソウ トケイソウ科

赤色の花を房状につける。

セリ フラミンゴ セリ科

共に白色や赤色の美しい斑が入る。

ムラサキミツパ セリ科

全体が赤紫色のミツバ。

バラ ブルーヘブン バラ科

花は藤色、青いバラの 1つ。

シグレグワ クワ科

下向きに枝が垂れるクワ。



ジヤカランダ ノウゼンカズラ科

熱帯の三大花木の 1つ。

アリオギネ ハケイフォリア アオイ科

ブルーハイビスカスに似るが葉は線形。

ゴシキドクダミ ドクダミ科

葉に白色や赤色の美しい斑が入る。

ニコテイアナ ライムグリーンナス科

緑色の花が咲<ハナタバコ。

カリブラコア プツチニア ナス科

径 5mmの世界最小の花をつけるベツニア。

ペツニア フアイアーチーフ ナス科

世界で初めてのベツニアの赤色品種。

∃ウラクホオズキ ナス科

果実が嬰略 (∃ ウラク)に似る。

ケムリノ キヤングレデイー ウルシ科

花の塊が煙のように見える。

ヒゴロモコンロンカ アカネ科

大きな詈が真赤で美しい。

イポメア バタタス ヒルガオ科

葉を鑑賞するサツマイモ。

サザンクロス ピンクスター ミカン科

星形の桃色の花が咲<。

ダルシヤンピフ トウダイグサ科

二枚の大形の総芭が目立つ。

アメリカアプサイ ュキノンタ科

小形の装飾花が密につ<。

ゴブカ アオギリ科 午0寺花。

赤色の花が午後に咲<。

べニセタム ルブルム イネ科

全体が紫色になるチカラシバ。

ブラブルシシガシラ シシガシラ科

胞子嚢群が葉の裏面に線状につ<シダ。

ナチシダ イノモトソウ科

実の幅 lm以上になる大形のシダ。
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図書紹介

日本産水生昆虫 科 0属・顧への検索

川合禎沢・谷田―三 編
2005年 01月 20日発行,東海大学出版会,  I:

1320ペーブ,        1,
(2005年 3月末までの特別定価)税込み 30240円 ,;

(4月以降)税込み 33600円

水生昆虫とは、一生の-0寺期でも水中や水

面、水辺で生活する昆虫の総称です。したがつ

て水生昆虫には様々な分類群の昆虫が含まれ

ます。陸水の生態研究者、環境評価関係者にとつて水生昆虫は調査・研究の対象となつており、

日～種への検索の必要性が求められています。しかし、分類や検索に関する資料は、これまで

各種の図鑑、学会誌、研究会誌等に散見され、情報の収集に多<の労力を費やしていました。

本書は各分類群の専門家によつて、既知の日本産水生毘虫の検索が網羅されておりますので、

研究家や愛好家は必携の一冊といえるでしよう。もちろん、河川や湖沼の環境に興味がある方

もお勧めの一冊です。

本書は、1985年に刊行された「 日本産水生昆虫検索図説 (東海大学出版会)」 の改訂新版で

す。といつても、ベーブ数でいえば 3倍以上のボリュームになり、その内容も完全に一新され

ているものが多<、 改訂新IIFと いうよりは、完全に作り直した仕上がりになつています。特に、

本書では幼虫の分類・検索の改定に力□え、前作ではあまり扱われなかつた成虫についての知見

が大幅に加筆されています。圧巻ともいえるそのボリューム (ま るで電話帳のような厚さです)

のために、非常に高価である点と、顕微鏡をのぞきながらの実際の検索時に、大きすぎてやや

扱いに<いという点はありますが、その情報量をみれば納得されると思います。

本書を読んで感じたことは、これほどの情報が得られながらも、いまだに分類が未解明であ

つたり、生患環境や分布が不明なグループが多数存在したりすることです。本書は、現時点で

の総まとめといえますが、これを基に日本産水生昆虫に関する更なる発見が期待されます。

(北野 忠)
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静岡県の植物 (3)

高山性リンドウの色々

宮崎一夫 (遠州自然研究会)

静岡県の高山に生息 しているリンドウ科の

植物には、ミヤマアケボノソウ、ヒメセンブリ、

サンプクリンドウ、オノエリリンドウ、アカイ

シリンドウ、トウヤクリンドウ、コヒナリンド

ウ、オヤマリンドウの 8種があります。そのう

ち、「改訂 口日本の絶滅のおそれがある野生生

物 植物編 (以下,国 RDB)」 と「まもりたい静

岡県の野生生物 植物編 (以下,県 RDB)」 に掲

載されている種は表の通りです。

これらのうち、ミヤマアケボノソウとオヤマ

リンドウだけが両 RDBに掲載されていません。

ミヤマアケボノソウは、常に湧き水が流れてい

る付近に生息しています。南アルプスで湧き水

が出ているところは少ないので、自ずとミヤマ

アケボノソウが見 られる機会も少な<「県

RDB」 に加えたい気もします。その凛々しい花

姿は湧き水で喉を潤している時に登山の苦労

を癒して<れます。それに比べて、南アルプス

に 8月の下旬ころ登ると、オヤマリンドウは草

地に、トウヤクリンドウは岩礫地に多<見られ

ます。このオヤマリンドウは、北海道から四国

まで分布しています。そして南アルプスでも全

域に分布しています。一方のトウヤクリンドウ

も、北海道から本州の中部地方にまで分布して

いて、やはり南アルプスの全域に分布していま

す。しかし、トウヤクリンドウは「県 RDB」 に

注目しなければならない種としてのカテゴリ

ーで掲載されています。その理由は、本州の中

部地方というその分布の南限が本県にあたる

からです。生育している最南の地しては光岳で

見ています。先に記したミヤマアケボノソウも

南アルプスが南限ですが、最南の地は長野県側

に位置する池□岳です。南限に自生する植物の

記録は、将来における地球の指標となるかもし

れません。

これらの花は、ふつう表に示した色をしてい

ますが、色の白い株もあり、白花品の存在が図

鑑に記載されている種もあります。その白花を

近年、南アルプスで視認したのでその種を○で

表に記しました。また同じ種でも草丈の高い低
いが観察される種があるので、定ll■的ではあり

ますが、高さの幅を表に記しました。

ミヤマアケボノソウは白花品もあると記載

されていますが、見たことがありません。そし

て草の高さは、同じ生育場所でも株によつて高

低の幅が広いです。ヒメセンブリは高山性のリ

ンドウの仲間では一番遅い時期に花が開<種
で、数株しか見ていませんが、白花品もな<、

株による高さにそれほどばらつきはありませ

ん。サンプクリンドウはしばしば白花も混じつ

て見られます (カ ラーフォト参照 )。 そして高

さのばらつきもあります。オノエリンドウは数

株の白花を得ました (カ ラーフォト参照 )。 そ

して高さのばらつきもありました。アカイシリ

ンドウはまばらに単生して真つ直ぐに立ち上

がり、白株を見たことはありませんが、高さの

ばらつきがあります。コヒナリンドウは、一番

早い時期に花が開き、数株しか見ていませんが

矮小で高さのばらつきがありません。オヤマリ

ンドウは、株立ちして白花もご<稀に見られ、

高低の幅が広いです。

このように白花株が存在する種は、草丈の高

低の幅も広いように感じています。花の色が変

化に富ぬ種は、成長面でも環境の相違に対応す

る能力が高いのではないかと思つて山を降り

ました。

和 名 県さRDB 国 RDB 花 角 白花 視 認 高さの幅

ミヤマアケボノソウ 膳紫角 + |ス 1ヽ

メセンブ | ○ ○ 淡音角 】華1′ ヽ

サンプクリンドウ ○ ○ 淡紫紅角 十 ○ 広 い

オノエリンドウ ○ ○ 紅紫角 十 ○ 広 い

フ カイミプリン ドウ ○ ○ 紅紫魚 十 「オマt′ ヽ

トウヤクリンドウ ○ 淡黄角 メ平tハ

コヒナリンドウ ○ ○ 淡音角 】平t′ ヽ

オヤマリンドウ 音紫色 + ○ 広 い
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静岡県の貝 (1)

浜名湖の干潟の
加藤 徹 (遠州自然研究会)

奥浜名湖の干潟の風景

数年前、とある沖縄の離島の浜で懐かしさ|こ

立ちつ<し たことがあります。

幼い頃、両親に連れられて浜名湖の潮干狩り

に行きました。本造の小さな舟で渡つた瀬には、

無数の小さな貝が散らばつており、独特の匂い

が立ちこめていました。今でも、浜名湖に行け

ばホソウミニナという細長い円錐形の貝が無

数に砂の上を這いまわつています。しかし、こ

の独特の匂いはしません。干潟にこのような匂

いがあることなど、すつかり忘れていたのに、

この離島の浜に立ちこめていた匂いに、音の浜

名湖の面影が脳裏にはつきり浮かんできまし

た。

一見、浜名湖の干潟の様子は、音とそれ程違

つていません。ホソウミニナ以外にも、カラフ

ルな模様のイボキサゴやアラムシロなどもた

<さんいます。もつと泥質な場所に行けば、カ

ヮグチツボやウミゴマツボ、カワザンシヨウガ

イなどがた<さんいます。

しかし、少し詳し<調べれば、音とは明らか

に違つていることに容易に気が付きます。苦は

た<さんいたハマグリが、今はほとんどいませ

ん。他にも、ウミニナやフトヘナタリなども―

部で見られるだけとなりました。一方、コウロ

エンカワヒバリガイなどの帰化種がおびただ

浜名湖の干潟の貝
左上から、ヒナユキスズメ、カワグチツボ、ウミゴマツボ、
ヨコイトカケギリ、シゲヤスイトカケギリ、コヤスツララ

し<生息していたりします。干潟独特の匂いが

な<なつてしまつたのも、このような環境の変

化によるものなもしれません。

とはいうものの、浜名湖はまだ良い環境が残

つていることも事実です。前述のイボキサゴや

カワグチツボ、ウミゴマツボなどは全国的には

かなり減つてきている種です (WWF」 apan

Sdence Repo威 3,日本における干潟海岸とそ

こに生息する底生生物の現状,1996)。 その他、

ヨコイトカケギリ、シゲヤスイトカケギリ、コ

ヤスツララ、ウミナメクブ、ユウシオガイ、ソ

トオリガイなどという全国的な減少種 (同 )も
それ程珍し<はありません。また、ヒナユキス

スメ、サザナミガイ、ヌカルミクチキレ、ムラ

サキガイなどという稀少種も生息しています。

今年になつてようや<、 静岡県でも県版のレ

ッドデータブックが出版されました。しかし、

これには干潟の貝は含まれていません。干潟の

持つ生物多様ll■維持機能や水質浄化機能など

について解明が図られる一方、全国的に干潟の

生物の減少が報告される現状にあります。まだ

貴重な自然が残る浜名湖のより詳しい調査と、

その保全に向けた千潟生物の県版レツドデー

タブツクの作成が待たれるところです。
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静岡県の哺ξし類 (3)

ミズラモグラ

三宅 隆

ミズラモグラは、幻のモグラである。何しろ、

このモグラの存在は 1880年頃から知られては

いたが、当初はアズマモグラの「変わり」と者

えられており、昭和 15年発行の原色日本哺乳

類図説には本種の記載はない。その後形態の違

いなどから、これが別種と確認されたのである。

別種になつて以降も捕獲例は少な<、 現在でも

国内で確認された地域は少ない。そして、その

習 ll■や行動は、今も謎に包まれたままである。

「 日本のD甫¥じ類」(阿部 永監修 東海大学出

版会 1994年発行)においても、その生態につ

いては「低山帯から高山帯までの森林に生患す

るが、生息数は多<ない。昆虫類、ミミズ類、

ブムカデ類、ヒル類などを捕食する」と、ほん

のわずか記載されているだけである。

県内での確認例も、鳥居春己著の「静岡県の

哺乳類」では、南アルフ
゜
スと富士山須走での記

録が記載されているだけである。

今回、静岡県のレツドデータブック作成にあ

たつて、哺乳類部会としてこの種の確認に努め

てきたが、捕獲はおろか情報も殆ど得られなか

つた。わずかに、調査開始以前の南アルプス光

岳と、開始後は本川根町の寸又左岸林道での死

体拾得例のみで、やはり幻のモグラであつた。

静岡県版レツドデータブックは 2004年 4月に

出版され、ミズラモグラは静岡県カテゴリーと

しては、要注目種 (分布上注目種)と された。

レツドデータブック発刊後も、私は追力□調査

のため県内を飛び回つていたが、2004年 7月 4

日、前日からの泊り込みでの富士山二合目林道

のコウモリ調査を終え、早朝新五合目に向かう

途中、富士山スカイラインの高鉢を過ぎたとこ

ろで、道路上に黒い塊を見つけた。車を止めて

見てみると、なんとミズラモグラの蝶死体であ

つた。私自身としては、始めて見つけたミズラ

モグラであつた。そしてその日、新五合目から

の帰途、殆ど同じ場所で、後続の吉倉さんの車

が、道路を横断しているモグラを見つけ捕まえ

たのである。これがまたミズラモグラであつた。

幻のモグラを短 0寺間に 2頭も見つけたのである。

生きているモグラを持ち帰り、それからモグ

ラの飼育が始まつた。苦、日本平動物園で獣医

業務をやつていたころ、何回かモグラの飼育を

試みたが、毎日、体重と同程度食べるという餌
のミミスを十分量確保できず、短期間で全て死

なせてしまつた経験がある。しかし、ミ父ラモ

グラは体重も少ないし、なんとかなるだろう。

死んだらすぐ標本にすればいいと気楽な気持

ちで、飼い始めた。

しかし飼うとなるとやはり大変だ。アクリル

製の飼育箱に土をいれ、その土は毎週 1回取り

変える。でないと尿で臭<なるのである。土は

湿り気のある物を使い、霧吹きで加湿してやる。
土が乾燥していると、ミミズを食べるとき、両

前足で持つて食べるため、両手にミミズの体液

が着き、爪先が汚れ、そこに土が<っ IDき丸<
団子となり、土の中に潜つていけな<なるので

ある。それを取つてやると噛み付いて<ること

があった。

餌のミミズ採りも忙しかつた。体長 10cm前
後のものを、1日 20匹位は必要なのだが、はじ
めの頃は、短 0寺間で結構た<さん取れたのが、

日がたつにつれ同じ場所では採れな<な り、 1

週間分のミミスを確保するのがだんだん大変

になつてきた。そこで代用食としてミルワーム

を与えたが、食べることは食べるのだが、やは

リミミズのほうが好きなようであった。

また、少な<て済ぬように、大きいミミズを

入れてみたが、□に入らない位大きいのは食べ

なかつた。ミミズを食べるときは、両前足では

さんで、端からツルツルと流し込むように食べ

るのだが、全部は食べず必ず最後の所は残して

いた。

飼うとやはり可愛<、 尻尾をフリレプリ振る仕

草や、丸<なつて眠る様子に見入ることもしば

しばであつた。しかし、11月に入り、動物園内

でも、なかなかミミズが確保できな<なり、遠

<ま でミミズ採集に出かけなければならな<



なつてきた。そんな苦労を察してか、12月 4

日、残念ながら原因不明で急死してしまつた。

飼育期間は丁度 5ケ月であつた。

この個体は、県内産の貴重な資料として、尿」

製標本や頭骨標本となり、私のコレクシ∃ン箱

に収まつている。内容物も DNA分析などに有

効に使つていけたらと思つている。

静岡県の自然研究会の紹介     ミヽ

NPO法人しずおが環境教育研究会  ミ
鯨

私たちの前身は、1989年に有志が集い「清沢わ<ミ
わ<村」自然体験プログラム活動を実施したことにミ
はじまります。その後、山の暮らし体験の場作りや 違

環境教育出前授業などを行いながら活動を継続・発展させ、1999年に任意

冒総璽肇峯翼層唇警憂露習ミ会を設立、2000年に NPO法人としての認定を受け、自主事業を始め、県から

ています。 ヽ

1｀おこ丑Ъェデュ自然学校として「森のちびつ子クラブ (月 2回 )」「わんぱ<題楽 (月 1回 )」「わんぱミ

`:<里

山 (月 1回 )」「親子里山つ<り塾 (月 1回 )」「工作楽家 (6月から週 1回 )」「里山インストラクタミ
回)」といつた一般参加型のメニューを用意していい

資格取得研修 (随時)」 や「環境道場への講師派遣」、|

シヨツプの開催など、約 40人の会員 (2005年 2月

つとして、昨年 3月にオープンした県立森林公園ビ

ラム実施業務を行つています。センターでは自然1情 I

団体来館者への対応、小・中学校の総合学習対応、ミ
たな活動の場ですが、関係者や地域住民、自然学習豪

ヽ

えていただいています。            は
、ヽ

入館料:無料                ヽ
年始(12ノ29～ 1ノ3)              ミ

ミ
omノ                           ミ

:〃kankyou.pref.shizuoka.jprureavsin面 nkouen.htmノ  濃

の方々の作品を主に展示しています。今年 2月 11日 には 10万人目の来館者

      て活動して‡私たちエコエデユは “しずおか"の美しい自然が次世代にヨ|き 継がれてい (

います。興味がある方はお気軽にお問合せ下さい。

≪エコエデュのことをもつと知りたい、仲間になつてみたいという方は ・̈≫

〒420-0035 静岡市七間町 3-4-503  TEUFAX:054653-3311
http:/-10.OCn.ne.jpノ ～ecoeduノ index.htrnノ   E―ma‖ :eco―edu21(Dninus.Ocn.ne.jp

年会費 :正会員 3,000円、賛助会員 10,000円   ニュースレターの発行 :月 1回
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